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内容の要旨及び審査の結果の要旨
硬膜外麻酔（硬麻）中に高二酸化炭素症（hypercapnia,ＨＯ）が生じた場合の循環動態について，３５頭の雑種成熟
イヌを用いて検討した。実験は，被検動物を酸素と0.5％ハロタンの吸入で麻酔したうえ，調節呼吸下で行った。ま
ず，硬膜外腔に局所麻酔薬（１％メピバカイン）を0.5m』／kgあて注入して第６頚椎から第２仙椎までの神経根をブ
ロックしたイヌと，硬膜外腔に偽薬として同量の生理食塩水を注入したイヌに大別した。さらに，それぞれの動物に
7.5％または15％の二酸化炭素（CO2）を15分間吸入させ，動脈血のＣＯ２分圧を67ｍHg前後（moderateHOm-HO
または100mmHg前後（severeHC，s-HO）にした。すなわち，３５頭のイヌは，Ｅ１群（硬麻十ｍ－ＨＱｎ＝10)，Ｅ２
群（硬麻十s-HO，ｎ＝８)，Ｃｌ群（偽薬十m-HO，ｎ＝７）およびＣ２群（偽薬十s-HQn＝10）の４群に分けら
れた。これらの群の循環動態について，超音波心エコーや肺動脈カテーテルを用いて検索し，以下の成績を得た。
１）硬麻は，動脈血ＣＯ２分圧が正常値域内にあっても，心拍数を基準時の78％前後に，平均動脈圧を77％前後に，
心拍出量を79％前後に低下させた。
２）Ｅ１およびＥ２群の心拍出量は，ＣＯ２を吸入させると，基準時の61～68％へとさらに低下した。一方，Ｃ１群
とＣ２群の心拍量は130％前後に増加した。
３）Ｅ１およびＥ２群の左室駆出分画は，ＣＯ２を吸入させると，吸入直前の値の67％前後に低下した。一方Ｃ１及
びＣ２群の左室駆出分画は有意な変化を示さなかった。
４）Ｅ１およびＥ２群では，前負荷の状態を示す左室拡張終末期容積が，ＣＯ２の吸入により変化しなかった。一方，
Ｃ１およびＣ２群では，吸入前の140％に増加した。
５）後負荷の指標である体血管抵抗係数には，ＣＯ２の吸入による４群間の差が見られなかった。
心拍出量は，心収縮力と前負荷に比例し，後負荷に反比例する。したがって，上記の結果から，硬麻中にＨＣが生
ずると，心収縮力の低下により，心拍出量が減少すると結論された。なお，臨床でしばしば遭遇する中等度のＨＣで
も，心拍出量の減少が見られたので，硬麻管理中には呼吸状態に注意する必要があると考えられた。
本研究は，硬膜外麻酔の安全性を高めるための重要な問題点を指摘するとともに，二酸化炭素が直接的ならびに自
律神経系を介して間接的に循環動態に与える影響を解明した労作であり，学位論文に値するものと評価された。
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